
第 6 学年１組算数科学習指導案 

平成２９年１０月２３日５校時 

場 所   ６年１組 教 室 

授業者   Ｔ１ 池辺 里美 

授業者   Ｔ２ 中山 理恵 

１ 単元名 比例をくわしく調べよう 

 

２ 単元のねらい 

 ◯ 比例の関係に着目するよさに気づき，比例の関係を生活や学習に活用しようとする。 

（算数への関心・意欲・態度） 

◯ 比例の関係を表や式，グラフに表し，特徴を一般化してとらえ，身の回りから比例の関係にあ

る二つの数量を見出して問題の解決に活用することができる。       （数学的な考え方） 

 ◯ 比例や反比例の関係にある二つの数量の関係を式，表やグラフに表すことができる。 

（数量や図形についての技能） 

 ◯ 比例や反比例の意味や性質，表やグラフの特徴について理解する。 

（数量や図形についての知識・理解） 

 

３ 授業をするにあたって 

○ 本単元は，学習指導要領に次のように位置づけられている。 

Ｄ(2) 比例 

(2) 伴って変わる二つの数量の関係を考察することができるようにする。 

ア 比例の関係について理解すること。また，式，表，グラフを用いてその特徴を調べること。 

イ 比例の関係を用いて，問題を解決すること。 

ウ 反比例の関係について知ること。 

〔算数的活動〕(1) 

エ 身の回りから，比例の関係にある二つの数量を見付けたり，比例の関係を用いて問題を解決したり 

する活動 

本単元では，これまでに学習してきた数量関係についての見方をまとめるために，伴って変わる

二つの数量の中から，比例と反比例の関係にあるものを取り上げて考察し，関数の考えを伸ばして

いくことにねらいがある。児童はこれまで，伴って変わる数量の対応や変化の仕方の特徴について，

表から読み取ったり，表に書き表したりしながらその性質や特徴を調べ，考察してきた。そして，

第 5 学年では，簡単な場面について，比例の関係を理解してきている。本単元で取り上げる「比例」

は「二つの数量Ａ，Ｂがあり，一方の数量が 2 倍，3 倍，…，と変化するのに伴って，他方の数量

も 2 倍，3 倍，…，と変化し，一方が 1/2 倍，1/3 倍，…と変化するのに伴って，他方も 1/2 倍，

1/3 倍，…と変化する」数量関係である。二つの数量が比例しているかどうかを判断する活動や，

比例の関係に焦点をあて，式に表す活動を仕組むことで，比例の意味を確かにするとともに，関係

を式に表したり，式で置き換えたりしながら比例の関係について理解することができる。その後，

比例関係を表現する方法としてグラフを扱い，問題解決場面を通してそれらを活用させ，比例関係

を考察し判断する見方・考え方を広げていくことができる。 ここでは，反比例も取り上げる。反比

例を取り上げるねらいの一つは，比例ではない関係を考察することで， 比例そのものの理解を深

めることにある。そこで，比例の学習と比較しながら指導していくことで，比例の学習で取り扱っ

た意味や式，グラフの性質や特徴と対比し，根拠をもって調べ方や判断の仕方などを説明できる力

を育てていくことができると考えられる。 

 



○   

  … ＜個人情報保護のため省略＞ … 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 研究主題「子どもの声からつくる算数科授業を目指して」の具現化にあたって 

「子どもの声からつくる授業」では，下記の３点を基本姿勢とする。 

ア 【学びを支える学級集団作り】：子どもの声を聞く 

→子どもの思いや考え，気づき，問いを大事にする。 

●振り返りでの相互評価 

●対話的な場の設定 

イ 【児童が考えたくなる学習課題の工夫】：子どもの声を引き出す 

→子どもに問いや考えをもたせ，表出するための支援 

●日常の生活場面からの課題設定 

●前時の振り返りからの課題設定 

●学習課題の提示の仕方 

●適用題 

ウ 【話し合いを焦点化し，深めるための支援のあり方】：子どもの声を響き合わせる 

→子どもの発言や話し合いを通して課題解決をめざす。 

子どもの考えや発言を価値付ける，方向付ける，つなぐ支援 

●対話的な場の設定 

●多様な見方や考え方を共有する場の設定 

●子どもの発言を価値付け，方向付ける言葉かけ 

 

子どもの声からつくる算数科授業＝「できた」「わかった」「見つけた」「楽しかった」算数科授業 

   （教師の姿勢）             （子どもの姿） 



○ 本校研究における「めざす子どもの姿」に迫るために，以下の４点について重点をおいて指導す 

る。 

◯問題の提示の仕方（研究の重点イ） 

・ゲームの結果を求めるという問題場面を設定する。 

・長さが実測できない状況を作り，重さから長さを求める必要感を持たせる。 

○対話的な場の設定（研究の重点ア） 

・児童相互の考えがつながるような声かけ。 

本時では，針金の長さと針金の重さが比例していることを使って，針金のおよその長さを求める

問題を考える。比例の関係にある二つの数量を見付け出し，比例の関係を用いて能率よく問題を解

決する場面であるので，問題に対する児童の思いや考え，気付きなどが表出するような場づくりを

する。導入場面では，様々な長さや形の針金をはしで挟み取るゲームを行い，100cm に近い順に順

位を決めるために針金の長さを求めるという問題場面を設定する。問題を場面と問いに整理するこ

とにより，条件が不足していることを知り，児童の疑問や気付きなどのつぶやきをつないでいくこ

とで，必要な条件とはなにかについて考えていく。針金の重さに伴って長さも変化していくもので

あることを確認することで，伴って変わる二つの数量がある場面であることに気付くであろう。さ

らに，各グループの針金の重さや条件を数直線や表などにまとめることで，比例の考え方を使うと

できそうだ，という見通しがもてるのではないかと考える。 

「針金の重さと針金の長さが比例していることを使って」問題を解決することがねらいである。

針金の重さと針金の長さを表した数直線や表などを使って考えていくのであるが，表を横に見て考

えたり，縦に見て考えたり，1ｇの長さを求めて考えたりするなど，複数の考え方が出されるはずで

ある。式だけを見ると，どのような比例の考え方を使っているのかがわかりにくかったり，自分の

考えと友達の考えが同じかどうか判断できなかったりすることもある。そこで，全体で考える場面

では，どの 2 つの数量をどのように関係付けてみたのかを視点にして話し合いを進めていく。比例

の表を横の関係で見て，それを用いる児童が多いと考えられるので，全体で考えを出し合う中で，

比例の表を縦の関係で見て，決まった数を求める考え方も活用できるようにしていきたい。さらに，

比例の関係を用いると，複数の方法で問題を解くことができるが，どの 2 つの数量をどのように関

係付けてみるかによって，簡単に解決できる時とそうではない時があることに気付けるようにした

い。式はそれぞれ違っていて，異なる解法のように思われるが，どの考え方も比例の関係を使って

いることを理解することで，比例の関係を振り返る場としても有効であると考える。 

４ 単元計画（全１７時間 本時９／１７） 

 

 

時 目標 評 価 

関

心 

考

え 

技

能 

知

識 

主な評価規準 

（評価方法） 

一 

比
例
の
式 

１ 

 

２ 

 

３ 

ｙがｘに比例するとき，

y＝決まった数×x とい

う式で表せることを理解

する。 

 

◯   

 

 

 

 

◯ 

 

 

 

◯ 

【関】比例の関係に関心をもち，比例の関係に

あるものを見つけようとしている。（発言・ノー

ト） 

【知】比例の関係を理解し，決まった数を見つ

けることができる。（ノート） 

【技】比例の関係を式で表し，その式を作った

理由を説明することができる。（発言・ノート） 

◯対話的な場の設定（研究の重点ウ） 

・友達の考えたことと自分が考えたことを結びつける。 

◯多様な見方や考え方を共有する場（研究の重点ウ） 

・どの 2 つの数量をどのように関係付けてみたのかを話し合いの視点とする。 



二
比
例
の
性
質 

４ 比例の性質について理解

する。 

   ◯ 【知】y が x に比例するとき，x の値が分数倍に

なると，それに伴って y の値も同じ分数倍にな

ることを理解し，演習問題を解いている。（ノー

ト） 

三 

比
例
の
グ
ラ
フ 

５ 

６ 

比例の関係をグラフに表

して考察することがで

き，比例のグラフの特徴

を理解する。 

  ◯  

 

 

 

◯ 

【技】比例の関係をグラフに表したり，グラフ

から読み取ったりすることができる。（ワークシ

ート，発言・ノート） 

【知】比例のグラフは，原点を通る直線である

ことを理解している。（ノート） 

７ 比例のグラフを考察する

ことを通して，比例のグ

ラフについての理解を深

める。 

  ◯  【技】傾きが異なる２本の比例のグラフから，

それぞれの特徴や事象の様子などを読み取るこ

とができる。（発言・ノート） 

四 

比
例
の
利
用 

８ 

９ 
本
時 

10 

比例の性質を活用し，問

題を解決することができ

る。 

○ ◯ 

 

  【関】比例していることを用いて，問題を解決

しようとしている。（発言・ノート） 

【考】比例の関係にある２つの数量を見つけ，

比例の性質を問題の解決に用いることができ

る。（ノート・行動観察） 

11 学習内容を適用して問題

を解決する。 

  ◯  【技】学習内容を適用して，問題を解決するこ

とができる。（発言・ノート） 

五 

反
比
例 

12 

 

反比例の意味について理

解する。 

◯   ◯ 【関】2 つの量の変わり方に興味をもち，表を使

ってその関係を調べようとしている。（ノート・

行動観察） 

【知】反比例の意味を理解している。（ノート） 

13 

14 

ｙがｘに反比例する時，

ｙ＝決まった数÷ｘと表

せることを理解する。 

  ◯  【技】反比例の関係を式に，表すことができ，x

の値から y の値を求めることができる。（ノー

ト） 

15 反比例の性質について理

解する。 

 ◯   

 

 

○ 

 

【考】反比例する２つの量の関係について，比

例の関係を基に，表などを用いて調べている。

（ノート） 

【知】y が x に反比例しているとき，x の値が１

／２倍，１／３倍…になるとき，y の値が２倍，

３倍…になることを理解している。（ノート） 

16 反比例の関係をグラフに

表して考察することがで

き，反比例のグラフの特

徴を理解する。 

  ◯  

 

 

○ 

【技】反比例の関係をグラフに表したり，グラ

フから読み取ったりすることができる。（ワーク

シート，ノート） 

【知】反比例のグラフの特徴を理解している。

（発言・ノート） 
ま
と
め 

17 学習内容の定着を確認

し，理解を確実にする。 

   ○ 【知】基本的な学習内容を身に付けている。（ノ

ート・テスト） 

 

 

 



５ 前時の学習活動 

（１）ねらい（８／１７） 

針金の重さと長さは比例していることを用いて，針金の重さから針金の長さを求める方法を考え

ようとする。（算数への関心・意欲・態度） 

（２）展開 

学習活動と予想される児童の反応 教師の支援（○）と評価 研究との関連（◇）  

T1 T2 

１ 問題場面を設定する。 

（１）「ずばり！はさみましょう大会」をし

て，順位を決めることを知る。 

① 内容とルールを知る。 

・針金で作った長さや形が様々な物をはしで

挟み，自分の前にある入れ物に入れる。 

・制限時間 10 秒でグループ全員が挟む。 

・はさみ取った針金の長さの合計が１ｍ(＝

100 ㎝)に一番近かったチームが勝ち。 

② ゲームをする。 

③ 順位を決める方法を考える。 

・曲がっている針金を伸ばさないと長さが測

れない。 

・針金が硬くて伸ばすのは大変。 

・伸ばしてもまっすぐにならないから，正し

く測れない。 

・どうしたらいいかな。 

・長さはわからないけれど，重さなら測るこ

とができる。 

・重さが分かれば，長さが求められるのでは。 

・重さが重くなれば，長さは長くなる。 

 

 

 

 

（２） 針金の重さを計測する。 

・グループごとの重さは分かったけれど…。 

・自分のグループの針金の長さは何㎝かな。 

・100cmに近い重さはどうやって決めたらい

いのかな。 

 

 

２ 問題を整理する。 

場面「ずばり！はさみましょう大会」をして

取った針金の長さが 100cm に近い順に順位

を決めます。1 班〇ｇ，…，6 班〇ｇ，先生チ

ームは 15ｇの針金を取りました。 

◇児童がやってみたいと思う

ような問題の場面を設定す

る。（イ） 

○ゲームを行う前に，勝敗の

決め方についての質問や疑問

が出されれば，全体に問い返

し，ゲームの後で方法を考え

ることを伝える。 

○教師も一緒にゲームをする

ことを伝え，次時の問題とす

る。 

○「どのチームが１位なの。」

と問い，直接，長さを測る方

法では決められないことを確

認する。 

○長さ以外で，わかることは

ないかと問い，重さならどれ

だけ取ったかを数値化できる

ことを確認する。 

○なぜ重さで比べたらわかる

のか，と問い返し，針金の長

さが長い方が重くなることを

確認する。 

 

 

○グループごとの計測結果を

板書し，この結果だけでは順

位が決められないことを確認

する。 

〇はかりでは１ｇ以下は測る

ことができないことや，測定

誤差があることを伝える。 

〇問題を場面と問いに整理す

ることにより，条件が不足し

ていることを確認する。 

○共通した具体的な数値で考

えることができるよう，まず

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯子どもたちのつぶやき

を聞き，重さについての

発言があれば，全体に広

げる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



問いそれぞれが取った針金の長さは何 cm で

しょう。 

 

３ めあてを確認する。 

 

・針金の重さから長さが求められるのかな。 

・何が分かれば，長さがでるのかな。 

・針金の重さが重くなれば，長さは長くなる

から比例していると考えて…。 

・針金の重さと長さの比例の関係を使えば，

針金の長さがわかるのでは。 

・100cm の重さが分かれば，その重さに近い

かどうかで決まるけど。 

・１ｇの長さが分かればいいのでは…。 

 

４ まとめる。 

・針金の重さと長さは比例していることを使

ったらできそうだ。 

・針金１ｇの長さが分かればできる。 

・もし，針金１ｇの長さが〇cm だとしたら

…。 

・重さが□倍になっていれば，長さも□倍に

なることを使ったらいい。 

 

 

 

 

 

 

５ 本時を振り返る。 

先生チームの針金の重さから

針金の長さを求めることとす

る。 

 

 

◇同じ針金の残りがあるこ

と，しかし，100ｃｍもないこ

とを伝える。「何が分かればい

いのか。」「どのように考えた

ら重さから長さが求められる

のか。」と問い，必要な条件や

針金の重さと長さの関係につ

いて考えるように促す。(ウ) 

○出された言葉（～が○倍に

なると，～も○倍になる。比

例している。など）をまとめ，

比例の考え方を使うとできそ

うだという見通しがもてるよ

うにする。 

◇友達にわかりやすく伝える

ために，言葉だけでなく数直

線や表なども用いるように促

し，必要な条件と，数量の関

係を視覚的に理解しやすくす

る。（ア） 

 

 

 

 

◇学習後の「スッキリレベル」

１～５段階とその理由を書

き，次時に生かす。(ア)  

 

 

 

 

 

◯子どもたちのつぶやき

を聞いたり，表情を見取

ったりする。 

◯めあてがイメージでき

ていない子どもには，針

金の重さだけでは長さを

知ることができないこと

をもう一度伝える。 

〇針金の重さが重くなれ

ば，長さが長くなること

を説明したり，友達の考

えを聞いたりするように

促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重さ１５ｇの針金の長さを求めることができるのか。 

【関】針金の重さと針金の長さは比例していることを

用いて，針金の長さを求める方法を考えようとしてい

る。（観察，発言・ノート） 



６ 本時の学習 

（１）本時のねらい（９／１７時間） 

  比例の関係を用いて，問題を解決する方法を考えることができる。（数学的な考え方） 

（２）展開 

学習活動と予想される児童の反応 教師の支援（○）と評価 研究との関連（◇）  

T1 T2 

１ 問題の場面と問いを確認する。 

場面「ずばり！はさみましょう大

会」をして取った針金の長さが

100cm に近い順に順位を決めます。

1 班〇ｇ，…，6 班〇ｇ，先生チー

ムは 15ｇの針金を取りました。 

問いそれぞれが取った針金の長さ

は何 cm でしょう。 

 

２ 前時のめあてとまとめを確認

する。 

前時のめあて 

重さ１５ｇの針金の長さを求める

ことができるのか。 

まとめ 

針金の重さと長さが比例している

ことを使ったら求められる。 

針金の重さと長さについての条件

が必要。 

 

３ 問題を確認する。 

 

 

４ 条件を知る。 

 

 

 

・思っていた条件と違って困るな。 

・１㎝の重さを出して求めようと思

っていたけど…。 

・１ｇの長さを出して求めよう。 

・長さは重さに比例していることを

使ったらできるから…。 

・重さは長さに比例していることを

使ったらできるから…。 

 

 

 

〇「ずばり！はさみましょう大会」で，

取った針金の重さを示し，100cm に

近い順に順位を決めるために，重さか

ら長さを出す方法を考えていたこと

を確認する。 

 

 

 

 

〇まず，先生チームが取った針金の長

さを求めて，その後で，各グループの

長さを求めることや，比例の関係を使

って考えることと，条件が不足してい

たことも併せて確認し，前時の学習を

想起する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇残っていた針金を見せながら，左記

の条件を示し，問題に書き加える。 

◇条件を知り，「スッキリ」と求めら

れそうか，「困った」「少し困った」の

かを問い，その理由を全体に広げるこ

とで，どのようなやり方で問題を解こ

うとしていたのか具体的に出し合う。

（ア） 

◇児童一人一人のやり方をホワイト

ボードに書き出す。まず，答えについ

て検討し，どのやり方でも答えを求め

られることを確認する。(ア) 

○出されたやり方を，「言葉で」「式で」

「数直線で」「表で」などに分類する。

その中から，「表で」のやり方を取り

◯子どもたちのつぶやき

を聞いたり，表情を見取っ

たりする。 

◯問題の場面や問いがイ

メージできていない子ど

もには，針金の重さだけで

は長さを知ることができ

ないことをもう一度伝え

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯子どもたちのつぶやき

を聞いたり，表情を見取っ

たりして，条件を知り，困

ったと感じた児童やでき

そうと考えた児童に声を

かけ，全体に広げるように

する。 

○２つの数量を関係付け

て見る際，小数倍や分数倍

になることに戸惑う児童

に声をかけ，計算の手順を

確認したり，答えをたしか

めたりする。 

 

 

【条件】 

針金１０ｇは３８cm です。 

針金の重さと針金の長さが比例していることを使って，重さ１５ｇの針金の長さを求めよう。 



 

 

 

５ めあてを確認する。 

 

 

６ みんなで考える。 

 

・1ｇ分の長さを求めて考えている。 

10ｇで 38cm だから 1ｇの長さは 

38÷10＝3.8 

１ｇの長さが 3.8cm だから 

3.8×15＝57  

重さ 15ｇの時，針金は 57cm 

 

 

・表を横に見て重さ 10ｇと 15ｇを

比べて考えている。 

10 から 15 を見ると，３／２倍にな

る。（15÷10＝15／10＝3／2） 

だから 38×3／2＝57 

重さ 15ｇの時，針金は 57cm 

 

 

・表を縦に見て決まった数を求めて

考えている。 

10×□＝38 

□＝38÷10＝3.8（決まった数） 

15×3.8＝57  

重さ 15ｇの時，針金は 57cm 

 

・決まった数を求めて式ｙ＝3.8×

ｘで考えるのと同じ考え方。 

15×3.8＝57  

重さ 15ｇの時，針金は 57cm 

 

重さ(ｇ) １ 10 15 

長さ(cm) 3.8 38 □ 

重さ(ｇ) 10 15 

長さ(cm) 38 □ 

重さ(ｇ) 10 15 

長さ(cm) 38 □ 

上げ，考え方が異なっていることを確

認して，めあてにつなげていく。 

 

 

 

 

◇どの２つの数量をどう関係付けて

見たのかという視点で話し合いをす

る。（ウ） 

○表に書いてある矢印の向きや何倍

をもとにして，「1ｇ分の長さを求め

て考える」「表を横に見て考えている」

「表を縦に見て考えている」という考

え方に分類し，どれも比例の関係を用

いて問題を解いていることや，どの２

つの数量をどう関係付けて見るかに

よって，考え方が異なることに気付く

ようにする。 

○表を使ったやり方と，言葉や式，数

直線を使ったやり方を比べ，似ている

ところを見つけ，表と言葉や式，数直

線を結び付ける。 

◇「グループの針金の長さを出すのに

使いたい考え方はどれか。それはどう

してか。」と問い，自分にとってより

良い考え方で問題を解くことができ

るようにする。（イ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○似ている考えや違う考

えの児童に発言を促した

り，つぶやいている児童に

気付きなどの内容を尋ね

たりして，児童同士の考え

をつなぐことができるよ

うにする。 

◯どの児童がどの考え方

で解いているかを把握し

ておくことで，児童同士を

つなぎ，考えを補えるよう

にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どの表も同じ考え方でやっているのかな。 



・方法は違うけれど，全て比例の考

えを使って求めている。 

・見方によっては，大変なことも簡

単なこともある。 

 

７ 本時を振り返る。 

  

 

 

 

 

 

◇学習後の「スッキリレベル」１～５

段階とその理由を書き，次時に生か

す。(ア)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）協議の視点 

イ【児童が考えたくなる学習課題の工夫】問題の提示の仕方の工夫 

○ ゲームの結果を求めるという問題場面を設定し，長さが実測できない状況を作ったことや，問題

の条件を後から提示したことは，児童が重さから長さを求める必要感を持つこととなり，どの２

つの数量をどう関係付けて見たらよいのかという見通しへとつながったか。 

ウ【話し合いを焦点化し，深めるための支援のあり方】考え方を共有する場の設定 

○ 表を使ったやり方を取り上げ，どの２つの数量をどう関係付けて見たのかという視点で考え方の

分類をしたことは，友達の考えと自分の考えの共通点に気付いたり，友達の考え方を理解したり

することにつながったか。  

 

（４）本時の評価 

十分満足できると判断される姿 概ね満足できると判断される姿 支援を必要とする児童への手立て 

◯問題を解く際に，比例の関係

を用いることができ，自分の考

えと友達の考えを結びつけて説

明している。 

・どのような比例の考え方を使

っているのかを明確にして説明

している。 

・自分とは異なる考え方を理解

している。 

◯問題を解く際に，比例の関係

を用いることができ，用いた考

えを説明している。 

・どのような比例の考え方を使

っているのかを明確にして説明

している。 

◯比例の関係に気づくことができ

ない。⇒二つの数量関係を表に表す

ことで，比例の関係に気づくことが

できるようにする。 

◯どのような比例の考え方を使え

ばよいか判断できない。⇒表にある

具体的な数値をもとに比例の考え

方を確認する。（Ｔ２の支援） 

 

【考】比例の関係を用いて問題解決をし，考え方を表などに矢

印や言葉で書き込み，どの２つの数量をどう関係付けて見たの

かを書き表すことができる。（観察，発言・ノート） 


